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公設試験研究機関における平成２２年度実績に関する調査結果

群馬県立産業技術センターの利用率が６年連続全国第１位

群馬県立産業技術センターにおいて、都道府県立工業系試験研究機関（技術職員１５人

以上の全国６０機関）に対する平成２２年度の実績調査を実施した結果、利用率の総合指

数で６年連続全国第１位になりました。東日本大震災、リーマンショック等の影響により、

国内の工業生産が大幅に落ち込む中、群馬県立産業技術センターは、地域企業を積極的に

支援し、６年連続の利用率全国１位を達成しました。

【調査結果】

・ 利用率の総合指数（「依頼試験・機器開放」・「受託研究」・「技術相談」の各順位から

算出）で６年連続全国第１位になりました。

・ 「依頼試験・機器開放」では、調査項目別で全国第１位になりました。

・ 利用率のすべての項目で、前年度の実績を上回りました。

調査項目 順 位 １人当たりの実績 Ｈ２２実績

（前年度） （前年度比） （前年度比）

依頼試験・機器開放 １位（１位） 2,607千円（1.15倍） 138,193千円（1.15倍）

受託研究 ４位（７位） 570千円（1.17倍） 30,220千円（1.17倍）

技術相談 ４位（３位） 314件 （1.01倍） 16,637件 （1.01倍）

総合指数 １位（１位）

※ 各試験研究機関により職員数が異なるため、職員１人あたりで比較しています。

≪参考≫

・ 県立群馬産業技術センター及び東毛産業技術センターは「中小企業の技術支援機関」

として、県内企業が抱える技術的な課題の解決、新技術の研究、新製品の開発等の支援

を行っています。

・ 当センターでは、「選択と集中」、「顧客満足」を基本運営方針に、２Ｓ２Ｃ

（Sensibility、Speed、Challenge、Change）を行動指針とし、お客様である企業との

関係を強化しながら、技術支援に当たっています。

・ 平成１６年１０月に第一期中長期計画、平成１８年５月に第二期中長期計画を策定し、

数値目標の設定及び県内企業に信頼される試験研究機関を目指しています。また、現在

は第三期中期計画（計画期間：平成２１年度～２３年度）で、さらなるレベルアップを

図っています。


